
☆10月の主な漁船海難

漁船海難ゼロへ！
漁船海難月報 平成２８年1１月号

平成２８年１０月七管内漁船海難 計９隻

【衝突海難の概要】
・漁船Ａ丸は見張りを怠り航行した結果、
漂泊していたプレジャーボートと衝突しました。

第七管区海上保安本部 交通部安全対策課 発行
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合計9隻

その他　 　 ●

漁船海難隻数

（速報値）

衝突　　　　★
運航阻害　　■
推進器障害　▲
乗揚げ　　　◆

１０月の漁船海難発生地点

県別内訳表は、各県に所在する海上保安部署の担当海域にて発生した海難の合計数を示しています。数値は速報値です。

漁船セーフティラリー実施中！ 目指せ!!漁船海難ゼロ

10月1日から12月31日までの3ヶ月間、漁協
等の団体単位で無事故を目指す

「漁船セーフティラリー」が実施さ

れています。
各県の参加状況は以下のとおりです。

★山口県 ３９団体
★福岡県 ４８団体
★佐賀県 １７団体
★長崎県 ５７団体
★大分県 ２７団体
合計１８８団体参加

無事故達成！
で、ワッペンを
ＧＥＴ！
しましょ～

2016年の無事故達成ワッペン

【推進器障害の概要】
・漁船Ｂ丸は、海中の潮の流れを十分に把握せずに錨を入れた結果、錨の
ワイヤーが船尾の方に流されプロペラに絡まり航行不能となりました。

10月 H28累計

山口県 4 16
福岡県 2 24
佐賀県 1 5
長崎県 1 39
大分県 1 13

県別内訳

航行中、漂泊中も

常に見張りをするよう
にしましょう。

錨を入れる時は、
潮や風の向きに
注意しましょう。
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